
令和３年度

新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金

実施状況及び効果検証

（士別市）



事 業 一 覧

1．新型コロナウイルス感染症対策事業

2．事務効率化推進事業

3．行政運営改革推進事業

4．情報ネットワーク整備事業

5．移住者による地域活力創造応援金交付事業

6．障がい者入所施設等感染予防対策事業

7．高齢者入所施設等感染予防対策事業

8．新型コロナウイルス感染症検査支援事業

9．いきいき健康センター感染予防対策事業

10．事業継続応援金事業

11．ポストコロナあつまれみんなの商店街事業

12．ポストコロナイベント事業

13．新たなチャレンジ応援金事業

14．学校保健特別対策事業費補助金

15．小中学校暖房機改善事業

16．「合宿の里士別」ステップアッププラン事業

17．児童・生徒大会参加交通費助成事業

18．スポーツ合宿感染防止対策事業

19．救急搬送感染防止対策事業

20．救急搬送体制補強事業

21．新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事務事業

22．校外学習感染防止対策事業

23．経営持続化応援金事業

24．リモート窓口環境整備事業

25．次世代モビリティビジョン推進事業

26．キャッシュレス決済推進事業

27．水道事業会計繰出・補助（キャッシュレス決済推進事業）

28．修学旅行キャンセル料等支援事業

29．総合体育館環境整備事業

30．保育対策総合支援事業費補助金

31．子ども・子育て支援交付金

32．児童福祉施設等環境整備事業

33．路線バス運行維持応援金事業

34．士別市立病院事業会計繰出・補助（夜間緊急外来送迎事業）

35．士別市立病院事業会計繰出・補助（病棟受付感染対策事業）

36．学校保健特別対策事業費補助金



37．指定管理施設安定運営支援事業

38．疾病予防対策事業

39．疾病予防対策事業費等補助金

40．疾病予防対策事業費等補助金

41．路線バス運行維持応援金事業



～

事　業　名
（実施計画記載事業）

新型コロナウイルス感染症対策事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

件数 金　額 内　　　　　　　　容

4～6月発注分 16 506,671 

7～9月発注分 11 423,480 

10～12月発注分 8 251,444 

12～3月発注分 18 760,485 

合計 53 1,942,080 

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

1

1,942,080 円 1,942,080 円 R3.4.1 ～ R4.3.17

新型コロナウイルス感染症の感染予防及び感染拡大防止のため、公用・公共用施設での使用が見込まれる消毒液等の消
耗品を購入する。

消耗品費

士別市

新型コロナウイルス感染症の感染予防及び感染拡大防止のため、公用・公共用施設での使用が見込まれる消毒液等の消
耗品を購入し、感染症拡大防止に努めた。

除菌アルコール一斗缶、アルコールディスペンサー、ロール
アップパーテーション、スプレーボトル、タオル、オートソープ
ディスペンサー、除菌ウェットティッシュ、新型コロナウイル
ス抗原検査キット、不織布マスク、泡ハンドソープ詰め替え
他

適宜消毒等に必要な消耗品を購入し利用することにより感染予防が図られ、公用及び公共用施設での新型コロナウイルス
感染症のクラスター発生件数は0件であった。このことにより利用者に安心感を与えるとともに適切な行政サービスの提供を
行うことができた。
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　○RPAツール購入 990,000円

契約月日：令和３年11月17日

契約金額：990,000円

納品月日：令和３年12月10日

検定月日：令和３年12月10日

　【導入課】

介護保険課

福祉課

子ども子育て応援課

都市マネジメント課

事　業　名
（実施計画記載事業）

事務効率化推進事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

2

990,000 円 990,000 円 R3.11.17 ～ R3.12.10

コロナ禍における自治体職員が、交代で出勤しやすくなるように事務を自動化にし、事務効率化を促進するため、RPA ソフト
ライセンスを購入する。

ライセンス購入費

士別市

事務効率化を促進するため、RPA ソフトライセンスを3ライセンス購入し、4課にて運用を実施した。年間約52時間の削減につ
ながりコロナ禍における自治体職員が、交代で出勤しやすくなるように事務時間を圧縮できた。
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　○web会議用端末購入　20セット 4,719,000円

契約月日：令和3年6月30日

納品月日：令和3年8月31日

検定月日：令和3年8月31日

　○ApplePencil　第一世代　3個 77,000円

納 品 日 ：令和3年10月4日

　○ノートパソコンバッグ13.3インチ　LB02011-1 20個 37,950円

納 品 日 ：令和3年10月13日

　○Surface用タッチペン購入 184,800円

契約月日：令和3年11月10日

納品月日：令和3年11月18日

検定月日：令和3年11月18日 計　5,018,750円

事　業　名
（実施計画記載事業）

行政運営改革推進事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

3

5,018,750 円 5,018,750 円 R3.6.30 ～ R3.12.23

コロナ禍で庁内会議や遠隔地とのweb会議が増加しているため、web会議等の使用端末を整備する。

パソコン周辺機器、備品購入費

士別市

web会議等の使用端末を整備したことにより、複数の部署や職員が国や北海道が行う会議にリモートで参加できるようになっ
た。このことから会議にかかる市外との往来を最小限に抑えるができ市内での新型コロナウイルス感染症予防に寄与し、業
務に必要な情報共有や伝達を行うことができた。
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　○公共施設WI-FI整備工事　その１ ○公共施設WI-FI整備工事　その３ ○公共施設WI-FI整備工事　その５

契約月日：令和３年７月20日 契約月日：令和３年11月４日 契約月日：令和３年１１月２日

金　　　額：1,441,000円 金　　　額：7,106,000円 金　　　額：4,686,000円

検定月日：令和3年9月29日 検定月日：令和4年3月24日 検定月日：令和4年3月25日

完了月日：令和3年9月29日 完了月日：令和4年3月24日 完了月日：令和4年3月25日

　○公共施設WI-FI整備工事　その２ ○公共施設WI-FI整備工事　その４

契約月日：令和３年11月２日 契約月日：令和３年11月２日

金　　　額：5,170,000円 金　　　額：4,400,000円

検定月日：令和4年3月24日 検定月日：令和4年3月25日

完了月日：令和4年3月24日 完了月日：令和4年3月25日 計　22,803,000円

　【整備施設】

　・士別市総合体育館 ・山村研修センター ・あけぼの子どもセンター

　・朝日町農業者トレーニングセンター ・あさひサンライズホール ・いきいき健康センター

　・士別市朝日地域交流センター　我が舎 ・環境センター

事　業　名
（実施計画記載事業）

情報通信ネットワーク整備事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

4

22,803,000 円 22,803,000 円 R3.7.20 ～ R4.3.25

コロナ禍に伴う生活様式の変化により、インターネットの活用がより重要性を帯びてきていることを踏まえ、接触確認アプリ等
の活用、ワクチン接種に向けた情報取得の支援及びそれに伴うデジタル化普及促進を図るため、不特定多数の方が多く集
まる公共施設にWi-Fi 環境を整備し市民の利便性向上を図る。

工事請負費

公共施設

コロナ禍に伴う生活様式の変化により、不特定多数の方が多く集まる上記８施設に公共施設にWi-Fi 環境を整備し市民の利
便性を向上を図るとともに、接触確認アプリ等の活用、ワクチン接種に向けた情報取得の支援の一助となった。
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　令和3年5月31日 士別市移住者による地域活力創造応援金交付規則施行

　令和3年6月1日 募集開始　広報、HP、新聞広告で周知

　令和3年11月1日 申請期間終了　計６事業者から申請あり

　令和3年10月28日～

　令和4年2月17日

　・新聞広告費　2社×2回 100,000円

　・移住者による地域活力創造応援金　15万円×13人分 1,950,000円

計 2,050,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

移住者による地域活力創造応援金交付事業

担　  当　  部　  署 総務部企画課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

5

2,050,000 円 2,050,000 円 R3.5.26 ～ R4.2.17

コロナ禍において人の移動が制限されるなか、市内への移住・定住の促進のほか、事業者における人手不足の解消に資す
るため応援金を交付する。

事業者への応援金、広告料

市内への移住者と５カ月以上の雇用契約又は所属契約を結ぶことにより、移住・定住を促進した市内事業者

コロナ禍において人の移動が制限されるなか、市内への移住・定住の促進のほか、事業者における人手不足の解消に資す
るため、応援金の交付を行った。

応援金交付

応援金を受給した６事業者へアンケート調査を行った結果、以下の回答であり、移住者の雇用へ一定の効果に繋がった。
応援金の交付により、新型コロナの影響に対する効果があった。　⇒　６事業者中５事業者
応援金があったため、求人の募集を行った　又は　雇用の期間を５ヶ月以上とした。　⇒　６事業者中５事業者
応援金を対象となった従業員の給与・手当等に活用した。　⇒　６事業者中６事業者
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　令和3年4月1日 障がい者サービス事業所への事業案内

　令和3年4月6日～5月6日 各障がい者事業所からの申請

　令和3年5月16日～9月28日 各障がい福祉施設からの実績報告

　令和3年6月10日～10月21日助成金振込

　【助成施設】

・ノースリーフ合同会社

・社会福祉法人　士別愛成会

・社会福祉法人しべつ福祉会

助成額：3,329,200円

事　業　名
（実施計画記載事業）

障がい者入所施設等感染予防対策事業

担　  当　  部　  署 健康福祉部福祉課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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3,329,200 円 3,329,200 円 R3.4.1 ～ R3.10.21

障がい者が入所・居住する施設や通所施設の従業員等に対する検査などの費用に対する助成を行い、感染拡大予防と継
続したサービス提供が実施できるよう支援する。

新型コロナウイルス感染症の検査費用、感染予防対策経費（マスク等の消耗品、備品購入費、設備改修費用など）

障がい福祉サービス事業所を運営する法人等

障がい者が入所・居住する施設や通所施設の従業員等に対する検査などの費用に対する助成を行い、感染拡大予防と継
続したサービス提供が実施できるよう支援した。

各事業所が施設に合わせて感染対策を行った結果、感染拡大による事業の中止はなく、継続したサービスの提供を行うこと
ができた。
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申請日：令和3年4月8日～7月5日

法人数：14法人

助成額：15,256,347円

【助成施設】

・株式会社　さくら企画 ・株式会社　藤 ・社会福祉法人　朝日福祉会

・株式会社　紫苑 ・福会福祉法人　士別市社会福祉協議会・医療法人社団　三愛会

・株式会社　C・サポート・アース ・株式会社　かしの木 ・合同会社　コモウェルフェアサポート

・有限会社　和 ・株式会社　優和 ・社会福祉法人　三愛会

・NPO法人介護サービスのぽぽん ・株式会社　士別ハイヤー

事　業　名
（実施計画記載事業）

高齢者入所施設等感染予防対策事業

担　  当　  部　  署 健康福祉部介護保険課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

7

15,256,347 円 15,256,347 円 R3.4.1 ～ R3.12.9

介護保険事業所の職員に対する検査費用などの助成を行いクラスターの発生や感染拡大防止を図り継続したサービス提
供ができるよう支援する。

新型コロナウイルス感染症の検査費用、感染予防対策経費（マスクなどの消耗品、備品購入費、設備改修費用など）令和3
年4月1日から9月30日までの期間の経費を対象とする。

介護サービス事業所を運営する法人等

介護保険事業所の職員に対する検査費用等（30,000円×1人）の新型コロナ感染予防対策経費の助成を行い、クラスター発
生や感染拡大防止を図った。

上記助成金を交付することで、各事業所などで様々な感染対策が実施され、クラスター発生や感染拡大の防止及び継続し
たサービス提供をすることができた。
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○PCR検査

・学校及び児童、生徒　延べ1,841人 2,176,400円

・児童福祉施設　延べ2,357人 2,927,800円

・高齢者施設　延べ1,016人 1,135,200円

・障がい者施設　延べ542人 611,000円

計 6,850,400円

事　業　名
（実施計画記載事業）

新型コロナウイルス感染症検査支援事業

担　  当　  部　  署 健康福祉部こども子育て応援課・介護保険課・福祉課、生涯学習部スポーツ推進課・学校教育課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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6,850,400 円 6,850,400 円 R3.4.22 ～ R4.2.24

感染症拡大を未然に防止するため、学校施設、児童福祉施設、高齢者施設、障がい者施設に勤務する職員のほか、市外で
の大会等に参加する児童・生徒を対象にＰＣＲ検査キットを配布し、定期的な検査を実施する。

新型コロナウイルス感染症ＰＣＲ検査キット費用

学校施設関連職員（外部講師等を含む）、児童福祉施設関連職員、高齢者施設関連職員、障がい者施設関連職員、市外で
の大会等に参加する児童・生徒

学校、児童福祉施設、高齢者施設、障がい者施設に勤務する職員のほか、市外での大会等に参加する児童、生徒を対象に
定期的なＰＣＲ検査を実施した。

定期的にPCR検査を実施することで施設等でのクラスター発生抑制に繋がった。



～

　○加湿器①（64畳用）×９台、加湿器②（56畳用）×２台

契約締結：令和3年10月14日

納 品 日 ：令和3年10月26日

・加湿器①（64畳用）　9台　　 715,554円

・加湿器②（56畳用）　2台 138,596円

計 854,150円

事　業　名
（実施計画記載事業）

いきいき健康センター感染予防対策事業

担　  当　  部　  署 健康福祉部いきいき健康センター

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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854,150 円 854,150 円 R3.10.4 ～ R3.11.4

新型コロナウイルス感染防止対策として、湿度40%以上が有効であるため、加湿器を設置する。

加湿器の購入費

いきいき健康センター　

新型コロナウイルス感染防止対策として、湿度を40％以上にすることが有効とされていることから、重症化リスクの高い高齢
者などに対して感染予防対策を行うため、いきいき健康センター健康増進施設の各部屋に加湿器を設置した。

施設内の各部屋に加湿器を設置し適切な湿度管理を行うことにより、重症化リスクの高い高齢者を始めとした利用者に対
し、新型コロナウイルス感染予防及び感染拡大防止が図られ、安心安全な施設利用につながった。



～

・飲食店事業者・食品販売事業者・食品製造事業者・宿泊業事業者（ホテル事業を除く）

事業者数：109事業者

交 付 額 ：35,700千円

・宿泊事業者（ホテル事業者） ○コピー使用料 3,124円

基本金額：1,500,000円＋部屋数×10,000円

事業者数：9事業者

交 付 額 ：10,060千円

・公共交通事業者

基本金額：600,000円＋維持管理費

事業者数：2事業者

交 付 額 ：2,800千円

事　業　名
（実施計画記載事業）

事業継続応援金事業

担　  当　  部　  署 経済部商工労働観光課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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48,563,124 円 48,563,124 円 R3.4.1 ～ R4.3.17

感染拡大防止対策に取り組む市内事業者に事業継続に資する応援金を支給する。

感染拡大防止対策に取り組む市内事業者への応援金

感染拡大防止対策に取り組む市内事業者

士別市内で下記の事業を営んでいる事業者に対して応援金を支給した。

コロナ禍の影響を受ける市内事業者の、事業継続に資する応援金を支給することで、閉店等の増加による市内経済の更な
る低迷を抑制することが出来た。



～

　・ポイント2倍セール＆咲夢来マラソン実行委員会 　・士別市中心街商店街振興組合

実施事業：ポイント2倍セール＆咲夢来マラソン（地域ポイントによる取り組み） 実施事業：まちゼミ（3月実施10店舗）

交付決定日：令和3年6月23日 交付決定日：令和3年12月17日

補助金額：2,000,000円 補助金額：500,000円

変更交付決定日：令和4年1月31日

変更補助金額：1,277,042円（戻入額：722,958円） 　・朝日商工会

実施事業：朝日宅タク便（ランチ配達）等

　・士別市中心商店街振興組合 交付決定日：令和3年7月28日

実施事業：商店街スタンプラリー、絵コンテスト 補助金額：463,000円（戻入額：37,000円）

交付決定日：令和3年9月10日

補助金額：216,480円（戻入額：13,520円）

　・サフォークスタンプ共同組合 計　3,806,522円

実施事業：地域ポイント活用専用端末購入

交付決定日：令和4年3月15日

補助金額：1,350,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

ポストコロナあつまれみんなの商店街事業

担　  当　  部　  署 経済部商工労働観光課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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4,333,298 円 3,806,522 円 R3.6.16 ～ R4.3.31

３密対策等の感染拡大防止対策を徹底しながら、商店街イベント等を実施することにより、地域で暮らす消費者が「地元」や
「商店街」の良さを再認識するきっかけとなる新しい取り組みに対して支援する。

事業開催経費

商店街組織等

コロナ禍による新たな手法でのイベント開催など、今後に向けた新しい取り組みとして実施することが出来た。
地元商店街に足を運んでもらい、知ってもらう取り組みができ、次年度以降の取り組みに期待できる。



～

　○羊と雲の丘活性化応援金事業 ○ラブ士別・バイ士別運動事業

実施団体：羊と雲の丘観光（株） 実施団体：ラブ士別・バイ士別運動推進協議会

交付決定月日：令和3年7月21日 交付決定月日：令和3年9月9日

補助金額：4,000,000円 補助金額：924,686円

実施事業：サフォークラムブランディング連携事業実施事業：コロナに負けない元気な士別！　地産地消カタログ販売

　士別産サフォークラムジンギスカンＰＲ 　注文期間：10月16日～25日（商品数38種）

　羊飼いの家来館ＰＲ 　受取日10月31日（購入者数97名）

　ブランディングプロモーション（札幌市開催）

　めん羊工芸館連携商品開発 ○ポストコロナイベント事業

　（サフォークラムのアヒージョ） 実施団体：サフォークランド士別プロジェクト

交付決定月日：令和3年11月10日

補助金額：547,848円

実施事業：さっぽろ創世スクエア　キッチンカー出店

　11月20日～22日　ライスバーガー、羊籠包販売

　札幌市内店舗との連携「第２回士別フェア」の周知、情報発信

事　業　名
（実施計画記載事業）

ポストコロナイベント事業

担　  当　  部　  署 経済部商工労働観光課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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9,603,807 円 5,472,534 円 R3.7.16 ～ R4.3.31

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、イベント開催が困難となった「主催者」と、参加する機会が減ってしまった「参
加者」の双方に対して、「新たな生活様式」を取り入れたイベントの開催方法や楽しみ方、新たなイベントのあり方への認識
や関心を促し、多大な影響を受けている地域経済の活性化を図ることを目的とした取り組みに対して支援する。

事業開催経費

事業実施団体

コロナ禍での新たな手法でのイベント開催など、今後に向けた新しい取り組みとして実施することが出来た。
ブランディング事業との連携など、羊のまちしべつをＰＲすることができ、まちに賑わいを創出する取り組みとなった。



～

①新規開業チャレンジ応援金　　　上限2,000千円（対象経費の50／100）

対象者：7件

交付額：1,183千円

・製造業、飲食業、小売業などの新規事業を支援

②店舗改修チャレンジ応援金　　　　上限1,000千円（対象経費の50／100）

対象者：1件

交付額：1,000千円

・製造業の新規事業を支援

③新サービスチャレンジ応援金　　上限　200千円（対象経費の70／100）

対象者：7件

交付額：8,391千円

・テイクアウトやインターネット販売などの新しい取り組みを支援

計 10,574,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

新たなチャレンジ応援金事業

担　  当　  部　  署 経済部商工労働観光課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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10,574,000 円 10,574,000 円 R3.8.3 ～ R4.3.10

コロナ禍における地域活性化を図るため、新しい事業へのチャレンジに対し補助金を交付する。

事業対象経費（各補助金）

市内事業者

コロナ禍においてこれまでとは違う新分野展開や、業態転換、事業・業種転換等の取り組みを行う事業者の新たにチャレン
ジを支援し、地域活性化を図ることができた。



～

○アルコール消毒液、非接触型体温計などの保健衛生関連用品等 7,242,280円

アルコール消毒液、ペーパータオル、ディスペンサー

アクリルパーテーション、二酸化炭素測定器

加湿器、スポットエアコンなど 7,242,280円

○子供たちの学習保障支援として大型モニター、プロジェクター等 3,145,999円

大型モニター、プロジェクター

タッチペンなど 3,145,999円

計　10,388,279円　（内補助対象外経費279円 ※端数分）

臨時交付金対象経費　10,388,000円

市内小中学校10校、高等学校1校に大型モニター等を設置

不足していた学校に大型モニターを設置し、学びの保障のための体制整備を行った。

国庫補助事業：学校保健特別対策事業費補助金　

補助額：5,194,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

学校保健特別対策事業費補助金

担　  当　  部　  署 生涯学習部学校教育課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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10,388,000 円 5,194,000 円 R3.5.24 ～ R4.3.10

コロナ禍の学校において、感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため、学校における感染症対策、児童
及び生徒の学びの保障をする体制の整備を促進する。

消耗品費

士別市

コロナ禍の学校において、感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため、学校における感染症対策、児童
及び生徒の学びの保障をする体制整備を行った。

学校の教育活動継続に際して、感染症対策・学習保障等のために保健衛生用品や3密対策用品等を配備したことにより、感
染リスクの軽減を図ることができた。

目標

実績



～

○小学校暖房機改善（士別小学校30台更新・多寄小学校６台更新・温根別小学校６台更新） 13,167,000円

契約締結：令和3年7月1日

検 定 日 ：令和3年10月12日

○中学校暖房機改善（士別中学校21台更新・士別南中学校26台更新、21台移設） 15,378,000円

契約締結：令和3年6月30日

検 定 日 ：令和3年10月13日

計 28,545,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

小中学校暖房機改善事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部学校教育課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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28,545,000 円 28,545,000 円 R3.6.30 ～ R3.11.4

コロナ禍の学校において、教室の換気に伴う室温の低下が顕著となっている。老朽化した暖房機では室温維持に多くの時
間・燃料がかかるため、新型の暖房機に改善し、暖房能力を向上させることで児童生徒の安全・安心な教育環境の推進に
寄与する。児童生徒が学校内でより多くの時間を過ごす場所及び児童生徒の健康面を考慮して、普通教室と保健室の環境
整備を優先する。

暖房機改善、暖房機移設

対象施設　市内小中学校計５校（士中、南中、士小、多小、温小）

新型の暖房機に改善し、暖房能力を向上させることで児童生徒の安全・安心な教育環境の整備を行った。

当事業を行い、教室の換気に伴う室温回復時間を短縮し室内の温度管理の安定化を図ることで、新型コロナウイルス感染
症対策としての換気を行いやすくなった。



～

　○PCR検査 1,165,600円

契約締結：令和3年7月13日　

検 定 日 ：令和3年8月10日　

　○仮設トイレ借上料 126,500円

契約締結：令和3年7月21日　

完 了 日 ：令和3年8月6日

計 1,292,100円

合宿期間：令和3年7月22日から8月7日まで

事　業　名
（実施計画記載事業）

「合宿の里士別」ステップアッププラン事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部合宿の里スポーツ推進課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,292,100 円 1,292,100 円 R3.6.28 ～ R3.9.30

「合宿の里しべつ」として、2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催決定を好機と捉え、事前合宿を受け入れることによ
り経済の活性化と地域の振興を図るとともに、「スポーツ合宿の里」を一層発展させる。
　事前合宿の受け入れにあたり、受入れ対応者のＰＣＲ検査を実施する。また、ドイツチーム専用のトイレを設置し、日本
チームとドイツナショナルチームの動線を分離することで新型コロナウイルス感染症の感染防止を図る。

ＰＣＲ検査料、仮設トイレ借上費

士別市

ドイツ陸上ナショナルチーム（マラソン・競歩）の事前キャンプを受け入れるにあたり、新型コロナウイルス防止対策として受入
対応者のPCR検査を実施した。
また、練習場所にドイツ陸上ナショナルチーム専用のトイレを設置し、他の合宿者と交わることがないように動線を分離した。

新型コロナウイルス感染防止体制を整えて受け入れできたことで、選手やスタッフ、市民の安全安心を確保し、より良い練習
環境を提供することができ、ひとりの感染者も出すことがなかった。



～

○バス運賃助成 422,152円

団体数：19団体

事　業　名
（実施計画記載事業）

児童・生徒大会参加交通費助成事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部合宿の里スポーツ推進課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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422,152 円 422,152 円 R3.4.1 ～ R4.3.17

市内の小中学生が文化・スポーツ大会参加でバス等を利用する際に、３密を避けた座席数を確保する。

交通費助成

市内小中学生及び引率者

児童生徒が文化・スポーツ大会に参加する際のバス利用について、座席利用の感覚を開けるための規格変更又は、増便対
応にかかる経費に助成した。

バスの規格を変更した事で感染リスクが低減し、文化・スポーツ大会に安全・安心に参加することができた。



～

・バス車両変更　　6回

・送迎費用支援　10回

389,400円

事　業　名
（実施計画記載事業）

スポーツ合宿感染防止対策事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部合宿の里スポーツ推進課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

18

389,400 円 389,400 円 R3.4.1 ～ R4.3.31

３密を避けた合宿送迎体制を確保するとともに、士別旅館業組合の合宿者送迎を支援し、費用負担の軽減を図る。

送迎バス借上げ費用

合宿者

スポーツ合宿は、本市経済の重要な施策であり、コロナ禍においても安心安全に合宿者を受け入れる体制の構築をする必
要がある。
そのため、合宿者送迎で複数チームが同乗する場合に、感染拡大を防ぐ取り組みを実施した。
また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、市内宿泊者数が大幅に減少し宿泊業の経営が厳しい状況にあること
から、合宿者送迎に係る経費を支援した。

バスの車両を変更したことにより、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止することができた。また、合宿者送迎の費用
を支援したことにより、宿泊業の経営安定に繋がった。



～

　○感染防止衣 781,000円 ○抗原検査キット、PCR検査キット 160,700円

　感染防止衣上下150着

契約締結：令和3年4月28日 ○マスク、グローブ等救急消耗品 388,200円

納 品 日 ：令和3年7月7日

　感染防止衣上下105着 ○消毒関係消耗品 205,202円

契約締結：令和3年12月7日

納 品 日 ：令和4年3月18日 ○感染性廃棄物処分業務委託 213,730円

　感染防止衣上下100着

契約締結：令和4年1月20日

納 品 日 ：令和4年3月28日

計　1,748,832円

事　業　名
（実施計画記載事業）

救急搬送感染防止対策事業

担　  当　  部　  署 士別地方消防事務組合消防署

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

救急業務における新型コロナウイルス感染症に対する感染防止及び消毒のため、必要な資器材・消耗品を購入した。

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

19

1,748,832 円 1,748,832 円 R3.4.13 ～ R4.3.30

救急業務及び防疫業務に従事する隊員の新型コロナウイルス感染リスクの軽減を講じる。

感染症対策経費

士別地方消防事務組合消防署

上記物品の購入により適切な感染防止対策を取ることができ、隊員がより安心して救急業務に従事することができた。
また、救急業務中における感染者は0人となった。



～

救急業務における新型コロナウイルス感染症に対する感染防止対策のため必要な備品等を配備した。

○ＣＴ測定器内蔵オゾン発生装置 1,199,000円 ○リユーザブル感染防止衣上下45着 2,762,100円

契約締結：令和3年４月30日 契約締結：令和3年5月28日

納 品 日 ：令和3年6月30日　 納 品 日：令和3年11月19日　

○自動心臓マッサージシステム 2,939,200円

契約締結：令和3年5月14日

納 品 日 ：令和3年6月17日　

○緊急医療用テント 140,800円

契約締結：令和3年5月15日

納 品 日 ：令和3年6月21日　

計　7,041,100円

事　業　名
（実施計画記載事業）

救急搬送体制補強事業

担　  当　  部　  署 士別地方消防事務組合消防署

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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7,041,100 円 7,041,100 円 R3.4.16 ～ R3.12.9

新型コロナウイルス感染者（疑い含む）救急搬送業務に従事する隊員の感染リスク軽減、搬送後における除染除菌対策の
徹底を目的とし、地域住民へのサービス維持を図る。

感染症対策経費

士別地方消防事務組合消防署

上記物品の配備により適切な感染防止対策を取ることができ、隊員がより安心して救急業務に従事することができた。
また、救急業務中における感染者は0人となった。



～

【No.8】新型コロナウイルス感染症検査支援事業

【No.10】事業継続応援金事業

【No.11】ポストコロナあつまれみんなの商店街事業

【No.12】ポストコロナイベント事業

【No.13】新たなチャレンジ応援金事業

【No.16】「合宿の里士別」ステップアッププラン事業

【No.23】経営持続化応援金事業

上記、事業に係る職員の事務作業の時間外手当に充当した。

・時間外勤務手当交付金充当額 計　204,339円

事　業　名
（実施計画記載事業）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事務事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,209,488 円 204,339 円 R3.4.1 ～ R4.3.31

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する事務事業経費

臨時交付金事業にかかる時間外勤務手当

市職員

新型コロナウイルス感染対策事業を迅速に進めるため、時間外勤務職員手当の一部に交付金を活用した。時間外勤務職
員の体制を拡充し、遅延なく事業を進めることができた。



～

R2年度に引き続き、新型コロナ感染症拡大防止対策として、3密回避のため車両の増車・サイズアップを行った。

【実　績】

宿泊研修 ・・・ 円 増車対応 5 件 サイズアップ対応 3 件

・・・ 円 増車対応 41 件 サイズアップ対応 22 件

プール授業 ・・・ 円 増車対応 4 件 サイズアップ対応 0 件

その他課外授業 ・・・ 円 増車対応 8 件 サイズアップ対応 3 件

計 円

事　業　名
（実施計画記載事業）

校外学習感染防止対策事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部学校教育課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

677,479

スキー・カーリング授業 2,112,737

103,840

587,510

3,481,566

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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3,481,566 円 691,350 円 R3.6.22 ～ R4.3.10

校外学習の際の新型コロナ対策として、３密回避のため、バスの増車やサイズアップを行う。（プール授業、スキー授業、芸
術鑑賞、社会見学、宿泊研修等）

バス借上料

市内小中学校（10校）、高等学校（1校）

学校の教育活動継続に際して、感染症対策のため車両の増車・サイズアップを行ったことにより、感染リスクの軽減を図るこ
とができた。



～

○経営持続化応援金

交付事業者数：42件

交付額：8,400,000円

申請期間：令和3年10月18日～令和3年11月26日

事務費：55,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

経営持続化応援金事業

担　  当　  部　  署 経済部商工労働観光課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

23

8,455,000 円 8,455,000 円 R3.10.8 ～ R3.12.16

感染拡大防止対策に取り組む市内事業者に事業継続に資する応援金を支給する。

感染拡大防止対策に取り組む市内事業者への応援金

感染拡大防止対策に取り組む市内事業者

士別市内で印刷業、卸売業、小売業、生活関連サービス業・教育、学習支援業、療術業・自動車整備業（※）を主たる事業と
して営んでいる事業者に対して（一律20万円）応援金を支給した。

コロナ禍の影響を受ける市内事業者の、経営持続に資する応援金を支給することで、閉店等の増加による市内経済の更な
る低迷を抑制することができた。
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　○行政窓口オンライン化機器購入（Apple IpadAir 10.9インチほか） 853,160円

契約締結：令和3年12月2日

納 品 日 ：令和4年1月26日

検 定 日 ：令和4年1月26日

機器購入による環境整備

機器購入による環境整備

リモート相談、手続き窓口の試験実施

事　業　名
（実施計画記載事業）

リモート窓口環境整備事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

24

853,160 円 853,160 円 R3.12.2 ～ R4.3.31

令和３年度中の光ファイバー網の全市的な整備を見据え、市の支所・出張所の窓口において、専用カメラを用いて書類等を
デジタル形式で投影し、タブレット上での相談や手続きを可能とする環境整備を行うことで本庁舎窓口の混雑緩和など新型
コロナウイルス感染リスクの低減を図る。

機器購入費

士別市

令和３年度中の光ファイバー網の全市的な整備を活用し、本庁舎窓口の混雑緩和など新型コロナウイルス感染リスクの低
減に繋がるよう、市の支所・出張所の窓口において、専用カメラを用いて書類等をデジタル形式で投影し、タブレット上での
相談や手続きを可能となるよう環境整備を行った。

目標

実績



～

　○次世代モビリティビジョン推進応援金

士別軌道(株)

バスロケーションシステムの導入、士別駅前バス停乗降環境整備

交付申請：令和3年11月16日

交付決定：令和3年11月26日

交 付 額 ：4,000,000円

(株)士別ハイヤー

タクシー予約端末設置

交付申請：令和3年10月18日

交付決定：令和3年11月26日

交 付 額：2,000,000円

計 6,000,000円

バスロケーションシステム導入路線2路線、タクシー予約端末設置1箇所

バスロケーションシステム導入路線３路線、タクシー予約端末設置1箇所

事　業　名
（実施計画記載事業）

次世代モビリティビジョン推進事業

担　  当　  部　  署 総務部企画課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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6,000,000 円 6,000,000 円 R3.10.8 ～ R3.12.2

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた市民の移動ニーズの変化に対応する公共交通の確保と持続可能な公共交通
維持のため、関係者間の連携や感染症への対応、デジタル化の推進、利用環境の改善等の取り組みを支援する。

市内交通事業者への応援金

市内交通事業者

バス事業者においては、バスロケーションシステムの導入によって、冬期の遅延情報を正確に把握できるほか士別駅前バス
停の整備によって、ＪＲからの乗換利便や待合環境の向上が図られた。
タクシー事業者においては、デジタル化の推進と受付業務の省力化のためのデジタル予約端末を市役所庁舎に設置し、利
用のしやすさや運転手への伝達など、今後、複数の配置が可能かを実証できている。

目標

実績
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　○キャッシュレス決済拡大および対応業務 4,897,200円

契約月日：令和3年12月6日

検定月日：令和4年2月28日

完了月日：令和4年2月28日

取扱い電子マネーの種類増

納付手段の増（コンビニ）

取扱い電子マネーの種類増（スマホアプリ5種増）

納付手段の増（全国コンビニ店舗、MMK設置店）

事　業　名
（実施計画記載事業）

キャッシュレス決済推進事業

担　  当　  部　  署 総務部総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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4,897,200 円 4,897,200 円 R3.12.6 ～ R4.2.28

誰もがデジタル社会の恩恵を受けられる社会を見据え、市税等のキャッシュレス化を推進するため、スマートフォンアプリに
対応するシステムを整備する。併せて、コンビニ収納対応とすることで納付手段の多様化と納付機会の拡大により、納付窓
口の混雑緩和など新型コロナウイルス感染リスクの低減を図る。

システム改修費

士別市

市税をはじめ、保育料や介護保険料などのキャッシュレス決済の導入により、自宅などからオンライン納付が可能となり、支
払時の接触機会の軽減を図ることができたほか、コンビニ収納の導入により、収納情報の電子連携による行政事務の効率
化とコスト軽減に繋がった。

目標

実績



～

キャッシュレス決裁に対応したバーコードの生成と納付書発行を可能とするためのシステム改修を行った。

　○水道料金システム改修業務 1,218,800円

契約締結：令和3年12月21日

完 了 日 ：令和4年3月25日

窓口での直接的な接触機会の低減を図るため、はがきによる口座振替依頼書を作成し、納付書に同封し配布した。

　○水道料金口座振替依頼書（はがき様式）2,500枚 280,500円

契約締結：令和3年11月8日

納 品 日 ：令和3年12月24日

計　1,499,300円

納付手段2件の増（自宅、コンビニ）

納付手段2件の増（自宅、コンビニ）

事　業　名
（実施計画記載事業）

水道事業会計繰出・補助（キャッシュレス決済推進事業）

担　  当　  部　  署 建設水道部都市マネジメント課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,499,300 円 1,499,300 円 R3.11.8 ～ R4.3.31

誰もがデジタル社会の恩恵を受けられる社会を見据え、水道料のキャッシュレス化を推進するため、スマートフォンアプリに
対応するシステムを整備する。併せて、コンビニ収納対応とすることで納付手段の多様化と納付機会の拡大により、納付窓
口の混雑緩和など新型コロナウイルス感染リスクの低減を図る。また、口座振替によるキャッシュレスの支払いを促進するた
め、はがきでの口座振替の登録を実施し、窓口での直接的な接触機会の低減を図る。

士別市水道事業会計に繰り出し、システム改修にかかる費用を交付対象とする。

士別市水道事業会計

キャッシュレス決済とはがきでの口座振替の手続きができるようになり、感染防止と利用者の利便性向上につながった。

目標

実績



～

　○士別中学校（令和3年9月28日出発→令和3年11月25日出発に延期）

新型コロナウイルス急拡大に伴い、宿泊研修の延期に係る追加費用（キャンセル料）を支援した。

生徒　　69人×2,239円＝154,491円

教師　　6人×2,300円＝13,800円（対象外経費）

13,800円－道費支給額11,580円＝2,220円

計　156,711円

　○朝日中学校（令和3年9月28日出発→令和3年10月13日出発に延期）

新型コロナウイルス急拡大に伴い、修学旅行の延期に係る追加費用（キャンセル料）を支援した。

生徒　　3人×14,522円＝43,566円

教師　　2人×15,005円＝30,010円（対象外経費）

30,010円－道費支給額24,844円＝5,166円

計　48,732円

　○士別南小学校（令和3年9月2日出発→令和3年10月7日出発に延期）

新型コロナウイルス急拡大に伴い、宿泊研修の延期に係る追加費用（暖房費）を支援した。

暖房費　48人×300円＝14,400円

計　14,400円

合計　219,843円

交付申請のあった3校に支援し、保護者等の負担軽減に貢献

交付申請のあった3校に対し支援し、保護者負担の軽減を図った。

事　業　名
（実施計画記載事業）

修学旅行キャンセル料等支援事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部学校教育課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

28

219,843 円 219,843 円 R3.10.15 ～ R4.11.4

緊急事態宣言の発令・延長に伴う修学旅行キャンセル料等を支援する。

修学旅行、宿泊研修延期に伴うキャンセル料等

士別中学校、朝日中学校、南小学校 

旅行先の変更等に伴い発生する追加的費用を支援することで、児童生徒や保護者の負担軽減を図ることができた。
新型コロナウイルスの感染が拡大する地域を避け、安全に修学旅行等を行うことができた。

目標

実績



～

　○総合体育館換気暖房設備改修工事 4,972,000円

契約締結：令和3年11月9日

検 定 日 ：令和4年3月17日

施設の利用者による感染者を発生させない。また、施設利用者数を令和3年度から1割程度回復する。

令和３年４月～７月 人

令和４年４月～７月 人

事　業　名
（実施計画記載事業）

総合体育館環境整備事業

担　  当　  部　  署 生涯学習部合宿の里・スポーツ推進課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

10,887 

17,280 

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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4,972,000 円 4,972,000 円 R3.10.14 ～ R4.3.29

総合体育館における新型コロナウイルス感染症の拡大を未然に防止するため、トレーニングルームの換気扇及び換気エア
コンの整備のほか、換気による冬期の室温低下に対応するため、サブアリーナの暖房設備をより機能の高いものに更新す
る。

換気、暖房機器整備費

市総合体育館

総合体育館は、不特定多数の方々の利用により、室内に空気が滞留することで感染リスクが高まることから、感染を防ぐた
めに換気空調、暖房設備の改修を行った。

換気機能の向上と利用環境の整備により、感染リスクを低減することができた。

目標

実績



～

　○気化式冷風機13台（認可保育所３施設、認可外保育施設４施設） 1,515,800円

契約締結：令和3年8月5日　

納品・検収：令和3年8月6日、7日、10日　

　○消耗品（マスク・消毒液ほか） 202,532円

計　1,718,332円　（内補助対象外経費1,332円 ※端数分）

臨時交付金対象経費　1,717,000円

児童福祉施設等利用者及び職員の新型コロナウイルス感染0件

認可保育所５件（園児５人）、認可外保育施設０件

国庫補助事業：保育対策総合支援事業費補助金

補助額：857,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

保育対策総合支援事業費補助金

担　  当　  部　  署 健康福祉部こども・子育て応援課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

児童福祉施設等に消毒液等の消耗品と換気と室温、湿度管理等を両立できる気化式冷風機を整備した。

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,717,000 円 860,000 円 R3.6.11 ～ R4.3.17

児童福祉施設等の新型コロナウイルス感染症予防のため、消毒液等の消耗品の購入と換気と室温、湿度管理等を両立で
きる気化式冷風機を導入し、新型コロナ対策の充実を図る。

保育対策事業費補助金

認可保育所（公立３施設）、認可外保育施設（公立２施設、私立２施設）

上記物品を整備することで、児童福祉施設での感染予防に努め児童福祉施設等の安全安心な利用に繋がった。

目標

実績



～

　○気化式冷風機１台（幼稚園） 116,600円

契約締結：令和3年8月5日　

納品・検収：令和3年8月6日、10日　

　○冷房設備１施設（一時預かり施設） 853,999円

契約締結：令和4年1月19日　

検 定 日 ：令和4年3月25日　

計　970,599円　（内補助対象外経費600円 ※端数分）

臨時交付金対象経費　969,999円

児童福祉施設等利用者及び職員の新型コロナウイルス感染0件

一時預かり施設１件（職員１人）、幼稚園０件

国庫補助事業：子ども・子育て支援交付金

補助額：322,000円

その他　道補助額：322,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

子ども・子育て支援交付金

担　  当　  部　  署 健康福祉部こども・子育て応援課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

31

969,999 円 325,999 円 R3.8.5 ～ R4.3.25

コロナ禍における「新しい生活様式」に対応するマスク着用による熱中症対策として、児童福祉施設に気化式冷風機と冷房
設備を整備する。

子ども・子育て支援交付金

一時預かり施設（公立１施設）、幼稚園（私立１施設）

児童福祉施設等に室温、湿度管理等を両立できる気化式冷風機とマスク着用による熱中症対策として冷房設備を整備し
た。

上記物品、設備を整備することで、児童福祉施設での感染予防及び熱中症対策に努め児童福祉施設等の安全安心な利用
に繋がった。

目標

実績



～

児童福祉施設等にマスク着用による熱中症対策として冷房設備を整備した。

　○冷房設備設置工事

契約締結：令和4年1月19日

検 定 日 ：令和4年3月25日

　【冷房設備設置施設】

・北星保育園 6,380,000円

・あいの実保育園 4,811,001円

・あさひ・多寄保育園 4,730,000円

計 15,921,001円

児童福祉施設等利用者及び職員の熱中症を発生させない。

各施設熱中症0件

事　業　名
（実施計画記載事業）

児童福祉施設等環境整備事業

担　  当　  部　  署 健康福祉部こども・子育て応援課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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15,921,001 円 15,921,001 円 R4.1.18 ～ R4.3.25

コロナ禍における「新しい生活様式」に対応するマスク着用による熱中症対策として、児童福祉施設の冷房設備を整備する。

冷房設備整備費

市内児童福祉施設

上記設備を整備することで、児童福祉施設での熱中症対策に努め児童福祉施設等の安全安心な利用に繋がった。

目標

実績



～

　○路線バス運行維持応援金

事業者：道北バス　株式会社

交付申請：令和4年2月28日

交付決定：令和4年3月9日

決定額 7,976,000円 （№33　5,748,000円　＋　№41　2,228,000）

※合計7,976千円のうち、国のR2予算分5,748千円分を活用し実施する。

地域間幹線系統路線の運行1路線

地域間幹線系統路線の運行1路線を維持

事　業　名
（実施計画記載事業）

路線バス運行維持応援金事業

担　  当　  部　  署 総務部企画課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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5,748,000 円 5,748,000 円 R4.2.22 ～ R4.3.17

コロナ禍で路線バスの運行経営に大きな影響が生じている事業者に、今後の経営改善（利便性の向上や地域の移動手段
確保に資するための取り組み）にむけた支援として応援金を交付する。

路線バス運行事業者に対する応援

路線バス運行事業者

地域間を移動する路線バスに対し、利便性の向上や地域の移動手段確保に資するための取り組みにむけた支援として応
援金を交付した。

新型コロナウイルス感染症拡大による外出自粛により、利用者が大幅に減少しているなか、利便性の向上や移動手段の確
保のため路線バス維持の一助となった。

目標

実績



～

　○夜間救急外来送迎業務

契約締結：令和3年4月1日

年間稼働件数：36件

・3,168円/日×365日＝1,156,320円

ハイヤー事業者1社に支援した士別市立病院事業会計への繰り出し

呼び出しによる年間運行件数：36件発生

事　業　名
（実施計画記載事業）

士別市立病院事業会計繰出・補助（夜間緊急外来送迎事業）

担　  当　  部　  署 士別市立病院総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,156,320 円 1,156,320 円 R3.4.1 ～ R4.3.30

士別市立病院事業会計に繰り出し、ハイヤー営業時間外となる午前2時～6時までの臨時運行対応にかかる費用を交付対
象とする。

感染症対策経費

士別市立病院事業会計

ハイヤー営業時間外となった午前2時～6時の間の時間帯において、救急外来受診患者の移動手段及び呼出し職員の必要
時に対応するよう、㈱士別ハイヤーに臨時運行業務を委託した。

救急外来受診患者の移動手段、緊急呼出し発生時の職員の足の確保が図られた。

目標

実績



～

○年間人件費（報酬・手当・法定福利費） 2,145,797円

平日の日中帯（8:00～17:00）に訪れる病棟入院患者家族等の対応。30件／日程度発生

入院患者家族をはじめとした来客に1日あたり20～40件（平日の日中帯）の対応を行った。

事　業　名
（実施計画記載事業）

士別市立病院事業会計繰出・補助（病棟受付感染対策事業）

担　  当　  部　  署 士別市立病院総務課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート

35

2,145,797 円 2,145,797 円 R3.4.1 ～ R4.3.30

新型コロナ感染症対策として、面会制限期間における病棟受付対応の体制拡充を図る。

士別市立病院事業会計に繰り出し、面会制限期間における病棟受付対応スタッフ1名の人件費を交付対象とする。

士別市立病院事業会計

院内感染対策として病棟への面会制限、職員への来客制限等を実施する中、受付対応する専従スタッフとして会計年度任
用職員（パートタイム）1人を雇用した。

病棟を中心に院内への不特定多数の人の流入を制限し、感染予防対策に寄与した。

目標

実績



～

　○アルコール消毒液、非接触型体温計などの保健衛生関連用品の購入

消毒液　1リットル、4リットル

アクリルパーテーション、空気清浄機

スポットエアコンなど 1,013,804円

　○子供たちの学習保障支援として大型モニター等購入

大型モニター

HDMIケーブルなど 274,010円

計　1,287,814円　（内補助対象外経費1,814円 ※端数分）

臨時交付金対象経費　1,286,000円

市内小中学校10校、高等学校1校に大型モニター等を設置

不足していた学校に大型モニターを設置し、学びの保障のための体制整備を行った。

国庫補助事業：学校保健特別対策事業費補助金

補助額：643,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

学校保健特別対策事業費補助金

担　  当　  部　  署 生涯学習部学校教育課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,286,000 円 643,000 円 R4.1.11 ～ R4.3.10

コロナ禍の学校において、感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため、学校における感染症対策、児童
及び生徒の学びの保障をする体制の整備を促進する。

学校における感染症対策等支援（石けん、消毒液等）、教職員の資質向上のための研修等支援（感染症対策・ＩＣＴ研修な
ど）、子供たちの学習保障支援（大型モニター等）

市内小中学校、高等学校

コロナ禍の学校において、感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため、学校における感染症対策、児童
及び生徒の学びの保障をする体制整備を行った。

学校の教育活動継続に際して、感染症対策・学習保障等のために保健衛生用品や3密対策用品等を配備したことにより、感
染リスクの軽減を図ることができた。

目標

実績



～

　令和4年1月5日～ 指定管理料乖離状況調査

　令和4年1月17日～ 指定管理施設に対する支援額積算

　令和4年2月10日～ 支援額等に関する各施設管理者との協議

　令和4年2月22日 補正予算議決・協定変更手続き開始

　令和3年3月24日 対象3施設に対する支払い完了

　【支援施設】

　日向保養センター 6,800,000円

　スポーツ合宿センター 7,100,000円

　サイクリングターミナル 600,000円

計 14,500,000円

指定管理施設3施設に対して当初計画額との乖離分を限度に支援し、施設の維持運営を図る。

計画どおり対象３施設に対し、14,500千円の支援金を交付した。

事　業　名
（実施計画記載事業）

指定管理施設安定運営支援事業

担　  当　  部　  署 総務部財政課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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14,500,000 円 14,500,000 円 R4.2.22 ～ R4.3.31

新型コロナウイルス感染症の影響により、公の施設の指定管理に係る事業収入が大幅に減少することが見込まれることか
ら、安定した管理運営を継続させることを目的に、利用料金制による指定管理者に対し、計画額との乖離分を限度に支援す
る。

指定管理者の計画変更額を基準に支援

指定管理施設

全ての指定管理施設における新型コロナウイルス感染症の影響を調査。
利用料金制を採用している指定管理施設に対し、直近３カ年の平均収入・支出との乖離を基準に一定額を支援した。

新型コロナウイルス感染症の影響により、利用料金収入等が減少した指定管理施設に対し、一定の支援をすることで、安定
的な管理運営に寄与した。

目標

実績



～

　○健康管理システム改修 2,888,600円

契約締結：令和3年12月13日

完了・検定：令和4年3月14日

マイナポータルを通じた健（検）診情報の閲覧が可能となるシステム改修

システム改修対応完了

当該事業に充当される国庫補助金は、基準額2,888,600円、補助額1,925,000円

うち、令和２年３次補正予算分基準額1,974,600円、補助額1,315,000円　

1,974,600円－1,315,000＝659,600円　　　659,600円－No.39の臨時交付金（補助裏）527,000円＝132,600円（一般財源）

事　業　名
（実施計画記載事業）

疾病予防対策事業

担　  当　  部　  署 健康福祉部保健福祉センター

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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132,600 円 0 円 R3.4.1 ～ R4.3.31

士別市において、個人がマイナポータルを通じて健（検）診情報を閲覧できるために必要なシステム改修を行う。

疾病予防対策事業費等補助金（健（検）診結果の利活用に向けた情報標準化整備事業）算定率0.8以外の0.2分

士別市保健福祉センター

健康増進事業実施者に対する健康診査の実施等に関する指針の一部を改正する件（令和２年厚生労働省告示第37号）に
基づき、士別市において、個人がマイナポータルを通じて健（検）診情報を閲覧できること及び市町村間での情報連携を開始
するために必要なシステム改修を行った。

システム改修整備により、情報連携に必要なデータ標準レイアウトへの対応が完了し、情報連携開始準備が整った。

目標

実績



～

　○健康管理システム改修 2,888,600円

契約締結：令和3年12月13日

完了・検定：令和4年3月14日

マイナポータルを通じた健（検）診情報の閲覧が可能となるシステム改修

システム改修対応完了

国庫補助事業：疾病予防対策事業費等補助金

補助額：1,315,000円

一般財源：659,600円

事　業　名
（実施計画記載事業）

疾病予防対策事業費等補助金

担　  当　  部　  署 健康福祉部保健福祉センター

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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1,974,600 円 0 円 R3.4.1 ～ R4.3.31

士別市において、個人がマイナポータルを通じて健（検）診情報を閲覧できるために必要なシステム改修を行う。

疾病予防対策事業費等補助金（健（検）診結果の利活用に向けた情報標準化整備事業）算定率0.8

士別市

健康増進事業実施者に対する健康診査の実施等に関する指針の一部を改正する件（令和２年厚生労働省告示第37号）に
基づき、士別市において、個人がマイナポータルを通じて健（検）診情報を閲覧できること及び市町村間での情報連携を開始
するために必要なシステム改修を行った。

システム改修整備により、情報連携に必要なデータ標準レイアウトへの対応が完了し、情報連携開始準備が整った。

目標

実績



～

　○健康管理システム改修 319,000円

契約締結：令和3年6月8日

完了・検定：令和3年6月30日

ロタウイルスワクチン定期接種化に伴うマイナンバー連携情報のシステム改修

システム改修対応完了

国庫補助事業：疾病予防対策事業費等補助金 国庫補助基準額　　　　　　　　　　　　　　　 158,000円

補助額：105,000円 158,000円－国庫補助（2/3）105,000円×算定率1.0＝53,000円

一般財源：53,000円

事　業　名
（実施計画記載事業）

疾病予防対策事業費等補助金

担　  当　  部　  署 健康福祉部保健福祉センター

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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158,000 円 0 円 R3.4.1 ～ R3.6.30

健康管理システムの改修により予防接種情報のマイナンバー情報連携に対応することで市民の利便性に寄与する。

疾病予防対策事業費等補助金（マイナンバー情報連携体制整備事業）算定率1.0

士別市

令和２年10月から定期接種化されたロタウイルスワクチンに係る予防接種情報のマイナンバー連携が、令和３年６月データ
標準レイアウト改正に伴い可能となったことから、予防接種情報のマイナンバー連携に対応するために必要な改修を行っ
た。

システム改修整備により、情報連携に必要なデータ標準レイアウトへの対応が完了し、情報連携開始準備が整った。

目標

実績



～

　○路線バス運行維持応援金

事業者：道北バス　株式会社

交付申請：令和4年2月28日

交付決定：令和4年3月9日

決定額 7,976,000円 （№33　5,748,000円　＋　№41　2,228,000）

※合計7,976千円のうち、国のR3予算分2,228千円分を活用し実施する。

地域間幹線系統路線の運行1路線

地域間幹線系統路線の運行1路線を維持

事　業　名
（実施計画記載事業）

路線バス運行維持応援金事業

担　  当　  部　  署 総務部企画課

事業費（臨時交付金対象経費） 交付金充当額 事業始期 事業終期

■事業の目的・効果

■交付金を充当する経費内容

■事業の対象（交付対象者、対象施設等）

■事業の成果・実績

①事業の経過及び実施状況

②事業の効果・検証　

③成果目標

■備　考

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証シート
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2,228,000 円 2,228,000 円 R4.2.22 ～ R4.3.17

コロナ禍で路線バスの運行経営に大きな影響が生じている事業者に、今後の経営改善（利便性の向上や地域の移動手段
確保に資するための取り組み）にむけた支援として応援金を交付する。

路線バス運行事業者に対する応援

路線バス運行事業者

地域間を移動する路線バスに対し、利便性の向上や地域の移動手段確保に資するための取り組みにむけた支援として応
援金を交付した。

型コロナウイルス感染症拡大による外出自粛により、利用者が大幅に減少しているなか、利便性の向上や移動手段の確保
のため路線バス維持の一助となった。

目標

実績


